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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の目的は、東アジアの古代都市において高分解能衛星画像の写真測量を実施し、デジ
タル地形データを構築することにある。本研究における主要な研究対象地域は、唐の長安（西
安）および日本の平城京（奈良）である。研究の結果、それぞれの都市の地形が視覚化され、
立地環境について詳しく考察することができるようになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This purpose of this study is to create digital elevation models in ancient capital city sites in eastern 
Asia using high resolution satellite images and digital photogrammetry. The main study area of this 
study is Changan (Xian) and Heijo-kyo (Nara). In the result, we can visualize the topography of both 
city area, and discuss the location environment in greater detail. 
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１． 研究開始当初の背景 

この研究の背景には、まず近年、高分解能

衛星画像の利用が、古代都市（都城）研究

における様々な側面で容易になりつつある

ことがある。 

1999年のIKONOSの打ち上げ以降、QuickBir

d、SPOT5号、ALOSなど高性能のセンサーを

搭載した人工衛星の画像データの利用可能

になり、アーカイブ画像が蓄積されつつあ



る。当然のことながら、東アジアの古代都

市についても多くの地域でアーカイブ画像

が利用可能になりつつある。 

IKONOS, QuickBirdの地上分解能は約1ｍ、

SPOT5号、ALOSの地上分解能は約2ｍであり、

空中写真に匹敵する画像解像度で、現地表

に残された古代都市に関する痕跡を観察す

ることが可能になった。この地上分解能の

向上によって、リモートセンシングによる

複雑な画像解析の必要は大幅に軽減された。

しかし、このように2000年以降、高分解能

の衛星画像データの利用が可能になったに

もかかわらず、歴史地理学、考古学、文献

史学からの古代都市史研究での活用は、十

分ではなかった。 

 

２． 研究の目的 

本研究の目的は、（１）高分解能衛星画像デ

ータのデジタル写真測量から東アジアの古代

都市（都城）地域のDEM（Digital Elevation 

Model：数値標高モデル）を構築すること、お

よび（２）作成したDEMやオルソ画像を用いて

古代都市地域の3次元デジタル地図を作成す

ること、そして（３）作成したDEMを用いて地

形解析を行い都市の立地環境を定量的に把握

し、東アジアレベルでそれぞれの古代都市の

立地環境を比較検討することにある。本研究

の意義は、海外の都城調査を効率的に進める

ための基礎的な地理情報を提供すること、お

よび東アジアにおける原初的都市の環境利用

の実態を比較研究するための基礎情報を構築

することにある。 

 
３． 研究の方法 

本研究の分析手順は次の通りである。①A

LOS PRISM衛星画像データの入手→②衛星

画像データのデジタル写真測量→③現地GP

S測量→④DSM（Digital Surface Model:地

表面高）の構築→⑤DTM(Digital Terrain M

odel:地面高)の構築→⑥オルソ画像の生成

→⑦2次元ベースマップの製図→⑧地形解

析→⑨地形3次元ビジュアライゼーション

→⑩都市立地比較。 

主要な分析対象地域としては、西安（長

安）、洛陽、日本の古代宮都（平城京）を

選定した。 

写真測量には、ERDAS IMAGINE9.2を使用

した。 

 
４．研究成果 

（１）2007 年度は、東アジアの古代都市を対

象とした衛星ステレオ画像を用いたデジタ

ル写真測量およびその地形解析の可能性を

探るために①衛星画像の収集、②衛星ステレ

オ画像の写真測量、③現地調査、④ステレオ

画像を元にした地形判読など４項目の調査

研究を実施した。本研究では、主に 2006 年

度以降利用可能となった、陸域観測衛星 ALOS

の PRISM（パンクロマチック立体視センサ）

の画像データを主に用いて分析を進めた。 

（２）2007 年度は、東アジアの古代都市エリ

アにおいても ALOS PRISM の観測が実施され、

研究対象地域のアーカイブ画像が蓄積され

た。具体的には、長安城（中華人民共和国陝

西省西安市）、洛陽城（中華人民共和国河南

省洛陽市）、平城京（奈良市）のステレオ画

像（モノクロ・解像度 2ｍ）を入手すること

ができた。 

入手できた ALOS PRISM の衛星画像データ

については、すべて衛星画像の解析ソフトウ

ェア（ERDAS IMAGIN）に入力し、表示を行っ

た。平城京のステレオ画像についてはデジタ

ル写真測量を実施し、DSM（Digital Surface 

Model）を生成することができた。 

長安城の立地環境を把握するために、西安

市において現地踏査を実施した。その結果、

長安城の立地環境を中～小地形スケールで

把握することができた。長安城域は、黄河中



流の渭河流域および秦嶺山脈を源流にもつ

渭河支流河川流域に立地することを確認し

た。長安城域の地形は、大局的には、南から

北へ傾斜するエリアを取り込み、台地、扇状

地、自然堤防地帯が分布する。日本の宮都と

比較すると藤原京と類似する地形条件であ

ることが判明した。なお、中国国内において

GPS の使用は認められなかったため、現地に

て GCP は取得できていない。 

長安城域およびその周辺の地形の分布状

況を把握するために、ALOS PRISM のステレオ

画像をもとに立体視を実施し、小地形スケー

ルまでの地形判読が可能であることを確認

することができた。 

 

図1 長安城付近のALOS PRISMのオルソ画像

（ピンク色が長安城の範囲） 

 

 

図2 長安城付近のALOS PRISMの3次元

表示（ピンクの色が長安城の範囲。北か

ら南を眺める） 

（３）2008年度は、まず、東アジアの古

代都市域の陸域観測衛星ALOSの衛星画

像とCORONAを新たに収集した。ALOSに関

しては、長安（中華人民共和国西安市）

のPRISM（RPCデータ付直下視・後方視）、

AVNIR-2のデータを収集することができ

た。その結果、前年度収集分を含め、長

安周辺のエリアを広い範囲で現在の地

形を把握できるようになった。また、CO

RONAの画像に関しては、USGSでの検索の

結果、長安の全体がカバーされていない

ことが判明し、入手可能な長安の一部の

エリアのみ購入した。  

次に、これらの収集した長安のALOS P

RISMのステレオ画像を元に立体視を行

い、地形区分図を作成した。また、ERDA

S IMAGIN9.2を利用し、ALOS PRISMのRP

C付画像データからオルソ画像を作成し

（図1）、それらをもとに西安市周辺のデ

ジタル地図の作成を実施した。また、さ

らにSRTMのDEMと組み合わせ、GISを用い

て長安周辺の景観の3次元化を実施し、

地形の3次元ビジュアライゼーションを

行い地形判読の補助とした（図2）。なお、

平城京域に関しては、ALOS PRISM（RPCデー

タ付三方向視）を収集し、写真測量を実施し

、DSMを構築した。（図3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 ALOS PRISM（RPCデータ付三方向視）か

ら作成した奈良盆地北部を含むDSM 
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